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近年ペロブスカイト太陽電池は、溶液塗布法により容易に作成できることや、変換効率が

25 %を超えたことから次世代太陽電池として注目されている。一方で同太陽電池を構成す

るハロゲン化鉛ペロブスカイト化合物は各種条件下での不安定性や毒性が課題として挙げ

られている。Pb を毒性の低い Cu に置換したハロゲン化銅ペロブスカイト化合物を光活性

層に用いた太陽電池の研究が報告されている。しかしながら、同太陽電池の変換効率は現時

点で 2 %程度であり、さらなる改善の必要性が指摘されている[1]。 

本研究では、ハロゲン化銅ペロブスカイト化合物のカチオンおよびハロゲン化物イオン

の種類が薄膜の各種条件下での安定性、形態および光物性に与える影響について系統的に

調べた結果について報告する。Fig.1に (C6H5CH2NH3)2CuBr4薄膜および(C6H5CH2NH3)2CuCl4薄

膜の光吸収スペクトルを示す。他の薄膜も含めた詳細な実験結果、電子物性および太陽電池特性

については当日報告する。 

 

Fig.1 UV-vis absorption spectra of (C6H5CH2NH3)2CuX4 (X=Br, Cl)films. 
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